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連続
講座

　大阪樟蔭女子大学（北尾悟学長）の学芸学部心理学科
は心理学の知識を分かりやすく、面白く学ぶ連続講座「心
理学の世界」を開講した。2015年の開講から参加者の継
続希望により３年目となる人気講座だ。５月21日（土）
から６月18日（土）の間、毎回10時40分から12時10分ま
で同学清志館501教室において心理学科教員５人が「心
を読む」「心と不思議」「心とコンプレックス」「心の健
康」「心の物語」の講義を行った。６月11日、第４回「心
の健康」（佐久田祐子准教授・健康心理学、ストレス心理
学）では一般社会人や学生など約130人が熱心に耳を傾
けメモを取っていた。
　専門用語をかみ砕きながら日常生活にみられるケース
を挙げて進む講義は心理学に初めて接する人にも分かり

やすく、また、その知識を活用できるもの
だった。
問い合わせ先は、大阪樟蔭女子大学・く
すのき地域協創センター（☎06-6723-
8237）へ。

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン

上
本
町
。

　

近
鉄
布
施
駅
に

午
前
10
時
半
集

合
。
十
三
街
道
を

通
り
な
が
ら
北
へ

歩
く
。
解
説
は
東

大
阪
観
光
協
会
ガ

イ
ド
成
尾
セ
ツ
子

さ
ん
。
懇
切
丁
寧

と
好
評
だ
っ
た
。

　

暗
越
奈
良
街

道
・
放
出
街
道
を

歩
い
た
後
、
南
へ

戻
る
。
商
店
街
入

口
に
あ
る
足
代
だ

よ
り
も
、
現
在
45
歳
で
あ

れ
ば
「
３
個
以
下
」
の
人

に
比
べ
11
年
も
長
生
き
す

る
と
い
う
説
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

健
康
習
慣
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
①
目
標
を
高

く
し
す
ぎ
な
い
、
②
頑
張

り
す
ぎ
な
い
（「
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
は

な
く
「
や
り
た
い
」）、
③

で
き
た
こ
と
に
注
目
す
る

こ
と
で
あ
る
。
人
間
は

手
っ
取
り
早
く
楽
を
し
た

い
生
き
も
の
だ
か
ら
、
が

む
し
ゃ
ら
に
や
る
の
で
は

な
く
適
度
に
何
で
も
や
る

の
が
健
康
習
慣
を
維
持
す

る
コ
ツ
で
あ
る
。

　

な
ぜ
人
は
簡
単
に
怒
る

の
か
。
自
分
を
大
切
に
し

て
く
れ
て
い
な
い
と
感
じ

た
と
き
、
自
分
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
な
か
っ
た
と

き
、
自
分
の
こ
と
を
分

か
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
と

き
な
ど
に
怒
り
が
起
き

る
。
根
底
に
は
「
不
安
」

が
あ
る
か
ら
だ
。例
え
ば
、

年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
怒

ん
じ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
来

る
と
、
布
施
商
店
街
連
絡

会
会
長
加
茂
守
一
さ
ん
が

や
っ
て
き
て
解
説
し
た
。

　

締
め
く
く
り
は
布
施
戎

神
社
。
引
き
続
き
加
茂
さ

ん
が
布
施
戎
神
社
の
歴
史

と
魅
力
を
語
っ
た
。
参
加

者
は
お
菓
子
と
お
薄
で

ほ
っ
こ
り
し
な
が
ら
聞
い

て
い
た
。

　
「
住
ん
で
い
る
街
な
の

に
新
し
い
発
見
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
と
参
加
者
は

異
口
同
音
に
喜
ん
で
い

た
。

　
「
青
野
よ
し
あ
き　

大

阪
維
新
の
つ
ど
い
」
が
６

月
15
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
（
大
阪
市

中
央
区
城
見
１
）
で
開
か

れ
、
支
援
者
ら
約
３
０
０

人
が
集
っ
た
。

　

青
野
よ
し
あ
き
大
阪
府

議
会
議
員
（
42
）
は
吉
村

洋
文
大
阪
市
長
（
41
）
と

登
壇
し
、
大
阪
の
成
長
戦

略
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
株
式
会
社
サ

ン
ク
レ
ス
ト
代
表
取
締
役

社
長
の
植
田
実
氏
（
63
）

が
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
乾

杯
の
音
頭
を
取
り
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

り
ぽ
っ
く
な
る
の
は
、
目

が
見
え
な
く
な
っ
た
、
記

憶
力
が
な
く
な
っ
た
な
ど

自
信
を
喪
失
し
た
こ
と
を

怒
り
で
表
す
か
ら
だ
。

　

米
国
の
研
究
に
よ
る
と

性
格
と
特
定
の
病
気
の
発

症
に
は
関
連
性
の
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
性

格
特
性
タ
イ
プ
Ａ
（
怒
り

や
敵
意
を
あ
ら
わ
に
す

る
、
他
人
に
攻
撃
的
、
野

心
的
、
い
つ
も
時
間
に
追

わ
れ
て
い
る
）
の
人
は
冠

動
脈
疾
患
に
な
り
や
す

い
。
タ
イ
プ
Ｃ
（
怒
ら
な

い
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

も
表
さ
な
い
、
自
己
犠
牲

的
、
他
人
の
要
求
を
優

先
、
他
人
と
の
競
争
を
避

け
る
）
は
ガ
ン
に
な
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
タ
イ
プ
に
は
文
化
の

差
が
あ
る
こ
と
か
ら
日
本

の
会
社
人
間
型
を
「
日
本

的
Ａ
タ
イ
プ
」
と
提
唱
す

る
。
特
に
、怒
り
や
す
い
、

攻
撃
性
の
み
が
心
臓
病
に

関
係
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
タ
イ
プ
Ｃ
の
研
究

は
東
北
大
チ
ー
ム
の
５
万

人
規
模
調
査
で
ガ
ン
罹
患

の
有
意
性
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
現
在
、
罹
患
後

の
心
理
的
な
状
態
が
病
状

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
高
い
こ
と
か
ら
、
病
後

の
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ

と
研
究
対
象
が
シ
フ
ト
し

て
い
る
。
今
後
も
研
究
の

動
向
を
注
視
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。（

石
河
亮
平
）

　

講
演
１
部
の
テ
ー
マ
は

「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
適
正

在
庫
へ
の
取
組
み
」。
経

済
産
業
省
が
推
進
す
る
中

小
企
業「
Ｉ
Ｔ
経
営
百
選
」

に
平
成
17
年
選
出
の
サ
ン

コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
・
奥
山
淑
英
さ
ん
が
、

増
殖
す
る
75
万
ア
イ
テ
ム

の
商
品
群
を
Ｉ
Ｔ
で
ク
ッ

キ
ン
グ
す
る
現
状
を
熱
く

語
っ
た
。

　

同
社
は
社
員
３
８
０

人
、
年
商
２
４
８
億
円
の

事
業
規
模
。
ネ
ジ
の
専
門

問
屋
で
あ
り
、
現
在
75
万

ア
イ
テ
ム
の
商
品
は
近
い

将
来
１
０
０
万
ア
イ
テ
ム

に
届
く
勢
い
だ
。
５
０
０

０
社
の
顧
客
か
ら
１
日
の

あ
ら
ゆ
る
時
間
帯
に
オ
ー

ダ
ー
が
入
る
。
あ
る
１
社

で
は
１
日
に
１
３
０
回
の

オ
ー
ダ
ー
実
績
が
あ
り
、

作
業
の
前
倒
し
と
効
率
的

な
梱
包
の
た
め
に
、
小
箱

容
量
を
積
算
し
段
ボ
ー
ル

箱
１
個
分
に
な
る
と
出
荷

指
示
す
る
方
式
を
採
用
し

た
。
端
数
の
荷
合
わ
せ
な

ど
の
処
理
に
工
夫
を
重
ね

た
が
、
得
意
先
ご
と
に
発

注
傾
向
を
分
析
し
て
最
終

締
切
り
処
理
時
間
を
設
定

し
た
。
需
要
予
測
は
当
た

り
外
れ
で
は
な
く
、
外
れ

る
要
因
を
探
す
足
掛
か
り

と
し
て
「
需
要
予
測
」
を

使
用
し
て
い
る
。
ア
イ
テ

ム
数
の
増
加
に
よ
り
在
庫

管
理
が
複
雑
化
し
、
デ
ッ

ド
ス
ト
ッ
ク
と
過
剰
在
庫

の
恐
怖
が
つ
き
ま
と
う
。

問
題
点
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム

と
過
去
の
受
注
か
ら
、
最

適
な
発
注
点
を
算
出
す
る

技
術
を
導
入
し
て
解
消
に

結
び
つ
け
た
。
Ｉ
Ｔ
導
入

効
果
は
単
純
な
評
価

は
難
し
い
が
、
担
当

ア
イ
テ
ム
数
が
32
％

ア
ッ
プ
、
日
次
の
欠

品
数
52
％
ダ
ウ
ン

と
、
顕
著
な
効
果
も

上
が
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
Ｉ
Ｔ
の
推
進

に
邁
進
し
た
い
。

　

第
２
部
の
テ
ー
マ

は
「
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る

少
量
・
多
品
種
・
短
納

期
生
産
へ
の
転
換
」。

経
済
産
業
省
「
Ｉ
Ｔ

百
選
」
に
平
成
18
年

選
出
の
理
化
工
業
株

式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
・
森
嶋
勲
さ
ん

が
、
自
社
製
品
を
持

た
な
い
サ
ポ
ー
テ
イ

ン
グ
・
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
と
し
て
の
存
在

価
値
を
具
体
的
に

語
っ
た
。

　

同
社
は
社
員
75

人
、
熱
処
理
加
工
・

表
面
処
理
加
工
・
塗

装
加
工
を
メ
イ
ン
と

し
た
八
尾
市
の
地
場
産
業

だ
。
自
社
製
品
を
持
た
な

い
、
受
託
加
工
の
企
業
形

態
で
あ
り
地
場
の
町
工
場

に
育
て
て
も
ら
っ
た
会
社

と
い
え
る
。
バ
ブ
ル
全
盛

期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
失
わ

れ
た
10
年
・
20
年
、
と
な

ん
と
か
凌
い
で
来
た
が
、

２
０
０
１
年
に
止
む
に
や

ま
れ
ず
「
少
量
・
多

品
種
・
短
納
期
」
の

仕
事
を
積
極
的
に
受

注
開
始
し
た
。
顧
客

の
拡
大
・
加
工
品
目

の
増
加
・
頻
繁
な
納

期
変
更
等
々
、
状
況

の
激
変
に
現
場
は
戸

惑
っ
た
。
手
書
き
の

伝
票
・
台
帳
・
作
業
指

示
書
で
は
ど
う
に
も

間
に
合
わ
ず
、
顧
客

８
５
０
社
・
１
９
０

０
０
点
パ
ー
ツ
の
Ｉ

Ｔ
化
作
業
を
開
始
し

た
。
加
工
品
登
録
・

作
業
指
示
書
・
検
査

成
績
書
等
々
範
囲
は

多
岐
に
わ
た
る
。
た

だ
し
全
て
を
Ｉ
Ｔ
化

で
は
な
く
、
加
工
順

序
の
決
定
は
カ
ー
ド

形
式
で
ア
ナ
ロ
グ
方

式
を
併
用
し
て
い

る
。

　

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ

タ
ル
の
両
立
が
肝
心

だ
。
Ｉ
Ｔ
を
活
か
す

こ
と
は
大
切
だ
が
、
何
の

た
め
の
Ｉ
Ｔ
化
か
認
識
す

る
こ
と
が
大
事
だ
。

（
小
川
秀
人
）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

心
の
健
康   「
７
つ
の
健
康
習
慣
」 を
維
持
す
る
コ
ツ
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疑
惑
の
都
知
事
は
去
っ
た
。
舛
添
要
一

氏
は
２
つ
の
こ
と
を
残
し
た
。１
つ
は「
政

治
資
金
の
私
的
流
用
」
と
「
公
私
混
同
に

よ
る
都
政
停
滞
」
問
題
で
あ
る
。
６
月
15

日
、
全
会
派
に
よ
る
不
信
任
決
議
を
受
け

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
定
例
記
者
会
見

も
な
く
、
都
議
会
で
約
束
し
た
ホ
テ
ル
で

の
正
月
会
談
の
真
相
や
大
量
美
術
品
の
在
庫
確
認

を
反
故
に
し
た
。
身
勝
手
な
「
私
設
第
三
者
」
の

弁
護
士
に
よ
る
調
査

書
は
灰
色
報
告
書
だ
。

後
始
末
は
都
議
会
や

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
期
待
し
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も

政
治
規
正
法
の
底
抜
け
状
態
は
う
ん
ざ
り
だ
。
血

税
を
食
い
物
に
す
る
行
為
は
税
金
窃
盗
罪
だ
ろ

う
。

　

２
つ
目
は
６
月
15
日
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
で
使

わ
れ
た
「too sekoi

」
と
い
う
嫌
な
言
葉
を
残
し

た
こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
読
ん
だ
東
京
発

の
記
事
に
は
「
最
も
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
は
あ
ま

り
に
も
セ
コ
イ
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

「cheap or petty

」
と
少
額
の
食
事
代
と
滞
在
費

を
例
示
し
、
的
確
に
報
道
を
し
て
い
る
。

　
「
せ
こ
い
」を
念
の
た
め
調
べ
る
と「
①
わ
る
い
、

み
に
く
い
、
へ
た
な
。
明
治
期
の
芸
人
の
間
で
使

わ
れ
た
語
。
②
ケ
チ
く
さ
い
、ず
る
い
、料
簡
（
考

え
）が
み
み
ち
い
」 

と
あ
る（「
大
辞
泉
」小
学
館
）。

「
日
本
語
俗
語
辞
書
」（
ネ
ッ
ト
）
で
は
「
細
か
く

て
み
み
ち
い
こ
と
、
ケ
チ
な
こ
と
や
ず
る
い
こ
と

を
意
味
す
る
」
と
出
て
い
る
。

　

更
に
、cheap

は
「
ケ
チ
な
、
し
み
っ
た
れ
た
、

取
る
に
足
ら
な
い
」、

petty

は
「
し
み
っ
た

れ
た
、
さ
さ
い
な
」

と「
英
和
中
辞
典
」（
小
学
館
）に
記
さ
れ
て
い
る
。

副
詞
のtoo

が
つ
き「
あ
ま
り
に
も
」と
強
調
さ
れ
、

不
快
感
を
覚
え
た
。

　

日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
貶
め
る
こ
と
に
な
る

sekoi

は
発
音
も
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
だ
け

に
反
日
国
は
喜
ん
で
使
い
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
拡

散
す
る
だ
ろ
う
。
カ
イ
ゼ
ン
、
カ
ン
バ
ン
な
ど
経

営
用
語
は
国
際
語
に
な
っ
た
が
「sekoi

」
は
削
除

し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
来
た
る
参
院
選
に
は
「
せ

こ
い
税
金
食
い
人
間
」
か
否
か
を
判
断
し
た
い
。

〝
せ
こ
い
〟 と 〝
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
〟

晴耕雨読

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

　
「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
６
月
15
日
、
大
阪
商

業
大
学 （
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
４
―
１
―
10
）
に
て
第
13
回
産
学
交
流
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
商
業
大
学
（
谷
岡
一
郎
学
長
）
は
日
本
政
策
金
融

公
庫
東
大
阪
支
店
と
共
催
で
、
地
域
の
企
業
と
連
携
を
深
め
、
地
域
社
会
へ
の

情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
産
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

　

米
国
の
ブ
レ
ス
ロ
ー
博

士
は
国
民
の
健
康
調
査
か

ら
公
衆
衛
生
に
「
７
つ
の

健
康
習
慣
」
―
①
定
期
的

運
動
、
②
朝
食
摂
食
、
③

規
則
正
し
い
食
事
、
④
禁

煙
、
⑤
十
分
な
睡
眠
、
⑥

適
性
体
重
、
⑦
適
量
の
飲

酒
（
ま
た
は
、飲
ま
な
い
）

を
取
り
入
れ
た
。
同
博
士

に
よ
る
と
７
項
目
の
う
ち

「
７
個
ま
た
は
６
個
」
の

人
は
「
３
個
以
下
」
の
人

　
「
え
べ
っ
さ
ん
の
街
・
布

施
商
店
街
と
周
辺
ぶ
ら
ぶ

ら
散
歩
」
が
６
月
10
日
に

開
催
さ
れ
、
十
数
人
が
参

加
し
た
。
主
催
し
た
の
は

大阪商業大学と日本政策金融公庫東大阪支店が共催

約 300 人が集う 青野よしあき
大阪維新のつどい開催

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
、

精
密
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
設
計
製
作
、自
動
車
向
け
ア
ル
ミ
ダ
イ

カ
ス
ト
製
品（
重
要
保
安
部
品
）製
造

海
外
拠
点　

タ
イ
国
（
コ
ラ
ー
ト
）・
タ
イ
国
（
ア
ユ
タ
ヤ
）

               

中
国
広
東
省
東
莞
市
・
香
港　

計
４
事
業
所

国
内
拠
点　

大
阪
府
東
大
阪
市
・
岡
山
県
美
作
市

小　林　茂　一

新発見
ぞく
 ぞく

中
東
弘
宮
司
講
話
会 （
東
大
阪
新

聞
社
主
催
） 開
催

　

来
た
る
７
月
９
日
、
四

ツ
橋
会
場
に
て
「
神
話
の

心
を
伝
え
た
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
河
内
一
之
宮
枚
岡

神
社
・
中
東
弘
宮

司
に
よ
る
講
話

会
を
催
す
。

　

枚
岡
神
社
で
は
毎
月
１

日
に
「
月つ

き

次な
み

祭さ
い

」
が
斎

行
さ
れ
る
。
朝
10
時
よ
り

の
神
殿
に
お
け
る
神
事
の

後
、
11
時
よ
り
中
東
宮
司

の
講
話
が
あ
る
。
講
話
は

万
系
一
世
の
天
皇
家
の
由

来
や
、
天
皇
陛
下
が
行
事

で
田
植
え
・
草
刈
り
を
さ

れ
る
こ
と
、
神か

ん
な
め
さ
い

嘗
祭
・
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

の
意
味
を
わ
か
り

や
す
く
講
義
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
日
本
の
根
幹
に
か

か
わ
る
文
化
で
あ
り
、
神

話
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
易
し
く
説
か

れ
て
い
る
。

　

６
月
１
日
の
講
話
で
は

「
神か

み

棚だ
な
」
に
つ
い
て
話
を
し

た
。
神
仏
と
共
に
生
活
し

暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
日

本
人
は
、
不
思
議
な
目
に

見
え
な
い
チ
カ
ラ
を
「
神
」

と
称
す
る
。
親
は
子
ど
も

た
ち
が
悪
い
こ
と
を
す
る

と
、「
お
天て

ん

道と
う

様
が
見
て

い
る
、
神
様
が
見
て
い
る

よ
」
と
教
育
し
、
し
つ
け

た
も
の
だ
。
武
士
の
子

弟
は
藩
校
で
、
町
人
の

子
ど
も
た
ち
は
寺
子

屋
・
神
社
・
お
寺
で
読
み

書
き
を
習
い
、
し
つ
け

ら
れ
た
歴
史
が
あ
る
。

　

日
本
の
心
、
神
話
の

心
は
奥
深
く
限
り

な
い
が
、
中
東
宮

司
の
講
話
が
神
話
の
岩

戸
を
開
け
て
く
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
大

阪
新
聞
社　
（
☎
０
７

２
―
９
２
６
―
５
１
３

４
）
へ
。

神
話
の
語
り
部
が
日
本
の
心
を
伝
え
る

「
神
棚
は
モ
ノ
と
心
の
調
和
の
象
徴
」
と
話
す
中
東
弘
宮
司

松　

尾　

雅　

明

佐
久
田
祐
子
準
教
授
　

講
義
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

　

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
６
月
22
日
に
公
示
さ

れ
た
。
７
月
10
日
（
日
）
の

投
票
日
に
向
け
て
、
各
候
補

者
が
一
斉
に
街
頭
で
の
舌
戦

を
展
開
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
で
は
、
定
数
４
人

に
９
人
の
候
補
者
が
午
後
５

時
ま
で
に
届
け
出
た
。
２
期

12
年
間
務
め
た
北
川
イ
ッ
セ

イ
参
議
院
議
員
が
今
回
勇
退
。

　

現
職
は
石
川
博
崇
（
公
）、

尾
立
源
幸
（
民
）
の
２
人
。

新
人
７
人
が
立
候
補
し
、
４

議
席
を
争
う
激
戦
と
な
っ
て

い
る
。

新人７人と現職２人
４議席を争い激戦！

参院大阪選挙区

渡部　　結　35　共　新　
浅田　　均　65　お維　新　
古川　秀雄　38　こ　新　
尾立　源幸　52　民　現②

佐野　明美　45　諸　新　
松川　るい　45　自　新　
数森　圭吾　36　諸　新　
石川　博崇　42　公　現①
高木佳保里　43　お維　新　



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年７月１日（金）

　

田
中
誠
太
八
尾
市
長

（
59
）
の
「
政
治
活
動
35

周
年
・
八
尾
市
長
10
周

年
・
大
阪
府
市
長
会
会
長

就
任
」
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
６
月
19
日
に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大

阪
（
大
阪
市
中
央
区

城
見
１
）
で
開
か
れ
、

支
援
者
ら
約
２
０
０

０
人
が
集
い
祝
っ
た
。

　

開
始
前
の
30
分
間
、

中
河
内
ユ
ニ
ッ
ト
「
エ

レ
ガ
ン
テ
」（
ボ
ー
カ

ル
椿
彩あ

綺き

さ
ん
、
ギ

タ
ー
筒
井
裕
之
さ
ん
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
）
が
ラ

テ
ン
を
中
心
に
華
麗
な
音
楽
を

奏
で
、
場
を
和
ま
せ
た
。

　

会
が
始
ま
る
と
、
田
中
市
長

の
自
分
史
的
映
像
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
参
加
者
全
員

で
振
り
返
っ
た
。
そ
の
後
、
ミ

キ
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の
木
村
皓

一
社
長
が
田
中
市
長
と
共
に
登

壇
し
、「
田
中
市
長
の
お
陰
で
八

尾
市
は
暮
ら
し
や
す
い
街
に
な

り
ま
し
た
」と
功
績
を
讃
え
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
が
終
わ
る
と
、

中
西
啓
詞
八
尾
市
商
工
会
議
所

会
頭
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
。

　

約
２
時
間
、
参
加
者
は
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
和
や
か

に
交
流
し
て
い
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

キ
エ
フ
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
夜
行
列
車
で
出

会
っ
た
黒
髪
の
美
女
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

た
。
一
瞬
触
れ
た
あ
の
柔
ら
か
い
ふ
く
ら
は
ぎ
の

感
触
を
思
い
出
す
。
階
段
を
降
り
て
い
る
と
き
、

ボ
ル
シ
チ
を
口
に
含
ん
だ
と
き
、
そ
ん
な
何
気
な

い
日
常
の
な
か
で
、ふ
と
指
先
か
ら
記
憶
が
蘇
る
。

　

思
い
切
っ
て
電
話
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
ア
リ
ョ
ー
ナ
、
元
気
に
し
て
い
る
か
い
」

　
「
お
電
話
、
嬉
し
い
わ
」

　

想
定
外
の
返
事
に
、
顔
が
火
照
っ
た
。

　
「
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
一
緒
に
行
か
な
い
か
」

　
「
い
い
わ
ね
」

　

電
話
を
切
り
身
支
度
を
し
た
。
ま
だ
時
間
が
あ

る
が
、
落
ち
着
か
ず
部
屋
を
出
た
。

　

カ
フ
ェ
は
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
一
席
空
い
て
い
た
。
向
か
い
掛

け
の
席
で
は
な
く
、
カ
ッ
プ
ル
が
並
ん
で
座
る
特

別
な
席
だ
っ
た
。

　

約
束
の
時
間
よ
り
１
時
間
も
早
い
。
手
持
ち
無

沙
汰
な
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
啜
り
な
が
ら
、
ア
レ

ク
シ
エ
ー
ビ
ッ
チ
の
本

を
開
い
た
。
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
後
、
生
ま
れ
故

郷
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
も
再
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
彼

女
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
、
目
が
文
章
の
上
を

滑
っ
て
頭
に
入
ら
な
い
。

何
度
も
同
じ
文
章
を
読

み
な
が
ら
、
入
口
を
ち

ら
ち
ら
見
る
。

　

30
分
ほ
ど
遅
れ
て
、
ア
リ
ョ
ー
ナ
が
店
に
や
っ

て
き
た
。
夜
行
列
車
の
と
き
と
は
違
っ
て
エ
レ
ガ

ン
ト
な
衣
装
に
身
を
包
ん
で
い
る
。

　

席
を
立
っ
て
彼
女
を
迎
え
る
。
ハ
グ
す
る
。
ほ

の
か
に
甘
い
香
り
が
鼻
に
抜
け
る
。
こ
の
香
水
は

シ
ャ
ネ
ル
だ
。

　

席
に
着
き
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す
る
と
、
ア

リ
ョ
ー
ナ
は
バ
ッ
ク
か
ら
新
聞
を
取
り
出
し
た
。

　
「
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
脱
退
し
た
わ
。
こ
の
新

聞
を
見
て
。
１
面
に
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
Ｅ
Ｕ
加
盟

国
27
カ
国
の
国
旗
を
出
し
て
、
そ
の
横
に
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
言
葉
で
『
さ
よ
う
な
ら
』
て
書
い
て
い

る
の
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
の
英
字
新
聞
よ
」

　
「
世
界
中
が
混
乱
し
て
い
る
ね
」

　
「
こ
れ
は
プ
ー
チ
ン
の
仕
業
よ
。
ロ
シ
ア
の
工

作
員
が
仕
組
ん
だ
と
こ
な
の
。
プ
ー
チ
ン
の
高
笑

い
が
聞
こ
え
て
く
る
わ
。
ど
う
思
う
？　

意
見
を

聞
か
せ
て
」

　

ど
う
や
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
に
は
な
り
そ
う

に
な
い
。
店
員
に
濃
い
め
の
コ
ー
ヒ
ー
を
も
う
１

杯
頼
ん
だ
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
58

イギリスEU脱退、プーチン高笑い

田中誠太八尾市長
政
治
活
動
35
周
年

八
尾
市
長
10
周
年

大
阪
府
市
長
会
会
長
就
任

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー 

開　
　
催

感
謝
を
込
め
て
挨
拶
す
る
田
中
誠
太
八
尾
市
長

ギター
筒井裕之さん

ボーカル椿彩綺さん

ヴァイオリンREIKOさん

約2000人が集い祝う

　
「
未
来
に
向
け
て
夢
の

持
て
る
社
会
づ
く
り
」
を

目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ

た
か
演
劇
研
究
会
（
川
本

充
佐
子
理
事
長
、
大
阪
市

淀
川
区
東
三
国
４
―
４
―

15
・
コ
ラ
ム
新
大
阪
４
０

２
号
）は
４
つ
の
理
念「
家

族
・
子
ど
も
・
地
域
・
文

化
の
継
承
」
を
提
唱
す
る

川
本
ル
リ
子
氏
に
よ
っ
て

２
０
０
７
年
５
月
に
設
立

さ
れ
た
。

　

４
つ
の
理
念
を
具
体
的

に
実
践
す
る
た
め
「
あ
っ

た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」
や
「
教
育
再
生
の
会
」

「
街
角
オ
ア
シ
ス
」
な
ど

を
通
じ
て
全
国
的
に
ユ

ニ
ー
ク
な
地
域
密
着
運
動

を
展
開
す
る
。
実
践
活
動

は
豊
か
な
音
楽
力
と
た
く

ま
し
い
生
命
力
、
愛
情
あ

ふ
れ
る
知
恵
の
力
で
推
進

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
家
庭
の
し
つ
け
や
社

会
的
ル
ー
ル
な
ど
会
員
が

祖
父
母
と
親
子
を
演
じ
な

が
ら
学
ぶ
寸
劇
は
独
特
で

好
評
だ
。
ま
た
、
音
楽
と

言
葉
（
言
霊
）
を
重
視
す

る
こ
と
か
ら
コ
ー
ラ
ス
と

感
情
の
身
体
表
現
は
イ
ベ

ン
ト
を
明
る
く
楽
し
い
も

の
に
し
て
い
る
。
理
屈
で

は
な
く
自
然
な
人
の
営
み

を
感
性
で
学
ぶ
と
こ
ろ
に

共
感
す
る
人
が
多
い
の
だ

ろ
う
。
感
性
で
つ
な
ご
う

と
い
う
新
し
い
運
動
と
言

え
る
よ
う
だ
。

　

７
月
24
日
に
開
催

さ
れ
る
「
あ
っ
た
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
女
声
コ
ー
ラ
ス

～Setsuko

・Kazuko & 
Naoe

の
「
感
じ
あ
う
だ

けHappy

」、
コ
ー
ラ
ス

～
リ
デ
ン
テ
。
寸
劇
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
演
劇

研
究
会
）、
ゲ
ス
ト
に
よ

る
ト
ー
ク
＆
コ
メ
ン
ト
な

ど
実
践
活
動
が
集
約
さ
れ

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。　

 

（
石
河
亮
平
）

あったかファミリーコンサート

７
月
24
日
日
開
催

で をつなぐ

○あったかファミリーコンサート
７月 24日 （日）  開演 14 時（開場は 30 分前）
会　場　エルセラーンホール
 （ホテルエルセラーン大阪５Ｆ）
入場料　一般 2,000 円
 （中高生 1,000 円、小学性以下無料）
終演後、交流会（同ホール１Ｆ・カフェテ
ラス金木犀、要予約、参加費 1,200 円・ケー
キセット付き）
○親子でイキイキ　楽しむ　子育てファミ
リーワークショップ
７月６日 （水）、８月 24日 （水）、９月４日
（日）　毎回 11：00 ～ 17：00
会　場　あべのハルカス近鉄本店８階　街
ステーション（参加費無料）※当日随時受付

感 性 親 子
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ナ
タ
豆
ヒ
ス
ト
リ
ア

古
代
稲
研
究
家
　
田
中
伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

　

先
日
、「
ナ
タ
豆
の
目
覚
ま
し
い
チ
カ
ラ
」

と
題
し
た
講
演
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ナ
タ
豆
は
熱
帯
特
有
の
マ
メ
科
植
物
で
、

日
本
へ
は
江
戸
中
期
に
入
っ
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

果
実
は
30
～
70
セ
ン
チ
に
も
達
し
、
形
が

鉈
に
似
て
い
る
の
で
漢
字
で
は
鉈
豆
と
書
き

ま
す
。
ま
た
、
刀
豆
（
と
う
ず
）
と
も
書
き

ま
す
。

　

ナ
タ
豆
に
は
凄
い
薬
効
が
あ
り
、
抗
炎
症

作
用
、
排
膿
作
用
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
等
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
歯
周
病
（
歯
槽
膿
漏
）、

口
臭
、
蓄
膿
症
、
痔
疾
患
、
そ
し
て
慢
性
腎

臓
病
に
と
て
も
効
果
が
著
し
い
で
す
。

　

そ
れ
は
ナ
タ
豆
に
し
か
含
ま
れ
て
い
な

い
、
カ
ナ
バ
ニ
ン
（
抗
炎
症
・
排
膿
・
血
行
促

進
作
用
）、
コ
ン
カ
ナ
バ
リ
ン
Ａ
（
免
疫
力

を
高
め
る
）、
ウ
レ
ア
ー
ゼ
（
尿
素
を
ア
ン

モ
ニ
ア
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
）
の
チ
カ
ラ

で
あ
る
こ
と
が
最
近
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

す
ご
い
豆
な
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
歴

史
を
探
っ
て
み
る
と
面
白
い
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

九
州
・
薩
摩
地
方
で
は
昔
か
ら
、
ナ
タ
豆

は
大
変
縁
起
の
良
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

と
い
う
の
は
、
蔓
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て

２
～
２
・
５
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

一
転
し
て
下
を
向
い
て
伸
び
、
や
が
て
地
上

に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

昔
の
旅
は
無
事
に
帰
る
こ
と
が
何
よ
り
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
願
い
を
込
め
て
旅
立
つ

人
に
ナ
タ
豆
を
持
た
せ
た
そ
う
で
す
。

　

文
献
に
よ
る
と
赤
穂
義
士
の
ナ
タ
豆
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
忠
臣
蔵
、
赤
穂
義

士
47
人
は
主
君
・
浅
野
内
匠
頭
の
敵
を
討
つ

た
め
に
吉
良
邸
に
討
ち
入
る
前
日
の
夜
、
堀

部
安
兵
衛
の
家
に
全
員
集
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
奥
方
た
ち
は
、
首
尾
よ
く
敵
の
首

を
取
っ
て
全
員
無
事
に
帰
っ
て
来
れ
る
よ
う

に
と
、
47
士
に
ナ
タ
豆
の
味
噌
漬
け
を
食
べ

さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
見
事
本
懐
を
遂
げ
、
全
員
無
事
に

帰
っ
て
こ
れ
た
の
は
ナ
タ
豆
の
お
陰
で
し
ょ

う
か
。
奇
跡
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
西
郷
隆
盛
を
盟
主
と

し
て
薩
摩
が
政
府
軍
と
戦
っ
た
西
南
戦
争
の

悲
話
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
は
無
事
帰
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
魂
は
故
郷
に
帰
っ
た
と
思
わ
れ
る
出
来

事
で
す
。

　

こ
の
戦
い
に
出
征
し
た
若
い
兵
士
た
ち

は
、例
に
よ
っ
て
ナ
タ
豆
を
持
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
い
は
激
烈
を
極
め
、
激
し
い

銃
撃
戦
と
な
り
、
生
き
残
っ
た
兵
士
は
わ
ず

か
で
し
た
。

　

遺
体
と
な
っ
た
も
の
も
帰
還
は
か
な
わ

ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
ほ
ど
し
て
、
慰
問
の
一
団

が
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
そ
こ
に
は
ナ
タ
豆
が
芽
を
出
し

て
い
ま
し
た
。「
あ
ぁ
、
こ
れ
は
薩
摩
の
兵

士
に
違
い
な
い
」と
、そ
の
場
で
丁
寧
に
弔
っ

て
あ
げ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
兵
士
た
ち
の
魂
は
空
高
く
舞
い
上
が

り
、
懐
か
し
い
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
大
好
き
な
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
友
と
も
い
え
る
福
神
漬
け
の
中
に
ナ
タ

豆
が
入
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

七
福
神
の
縁
起
を
か
つ
い
で
７
種
類
の
野

菜
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ウ
リ
、
レ
ン
コ
ン
、

シ
ソ
、
カ
ブ
、
ナ
ス
、ダ
イ
コ
ン
、そ
し
て
若

い
ナ
タ
豆
の
莢（
さ
や
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
の
初
期
に
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
い

え
ば
福
神
漬
け
が
大
人
気
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
も
ナ
タ
豆
の
こ
と
を
熟
知
し
て

い
る
方
が
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

　

先
日
、
北
海
道
で
し
つ
け
の
た
め
に
置
き

去
り
に
さ
れ
た
小
学
生
が
無
事
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
小
学
生
も
カ
レ
ー
と
福
神

漬
け
が
大
好
き
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

伝
統
構
法「
板
倉
造
り
」で
建
て
る
家
・
構
造
見
学
会

日
時 

７
月
２
日
、
３
日
11
時
～
16
時

場
所 

八
尾
市
刑
部
周
辺

参
加
費 

無
料

主
催 

有
限
会
社
丹
陽
社
（
☎
０
６
―
６
７
６
４
―

１
９
５
６
）

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
里
親
っ
て
な
あ
に
？
」

日
時 

７
月
９
日
13
時
30
分
～
16
時

会
場 

柏
原
市
立
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ゼ
リ
ア
柏
原
６

階
中
会
議
室
（
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
柏
原
駅
前
）

参
加
費 

無
料

主
催 

ふ
た
ば
里
親
会
・
東
大
阪
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
連
合
会

問
い
合
わ
せ 

東
大
阪
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
６
―
６
７
２
１
―
１
９
６
６
）

第
３
回
建
築
・
土
木
技
能
体
験
フ
ェ
ア
２
０
１
６

日
時 

７
月
15
日
、
16
日
10
時
～
17
時
（
最
終
日

16
時
）

会
場 

花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
ホ
ー

ル（
大
阪
市
鶴
見
区
緑
地
公
園
２
―
１
６
３
）

参
加
費 

無
料

問
い
合
わ
せ 

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
建
団
連
雇
用

推
進
研
究
会
（
電
話
０
６
―
６
９
４
６
―
２

１
３
１
）

神戸の東大阪新聞
愛読者　河合成一

俳 句
川 柳

母
の
俳
句
一
句

私
も
川
柳
二
句

紫
陽
花
の 

我
が
家
で
咲
い
た 

夏
近
し

消
費
税 

先
に
延
ば
し
て 

ど
う
す
る
の

都
知
事
道 

人
道
外
れ
は 

赦
さ
れ
ず

イ
ベ
ン
ト
情
報

15日  東大阪市倫理法人会副事務長　中野貴之氏「倫理を学んで、私に何が起こったか？」
12日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司氏「希望は心の太陽である」
19日  大阪中央区倫理法人会副専任幹事　朝日里佳氏「七転び八起　～倫理を楽しく学べばできる～」
26日  大阪府倫理法人会研修副委員長　武村吾朗氏「倫理法人会に入って気づいたこと」

17日  愛知県倫理法人会女性委員長　大竹美保子氏「笑顔で喜働、職場に感動を！」
14日  倫理研究所法人スーパーバイザー　栗山章氏「人生二度なし」
21日  大阪府倫理法人会市内西地区副地区長　下村裕美氏「たくさんの贈りもの」
28日  大阪天王寺・大阪市北区倫理法人会北区幹事　小沢真太郎氏・小沢獅子丸氏「スーパーヒーローは存在する！」

18日  東大阪市倫理法人会事務長　香川哲男氏「苦難福門すべて良し」
11日  元東大阪市倫理法人会会長　原田昭氏「東大阪市倫理法人会のあゆみ」

15日  倫理研究所参与　井上茂勝氏「宝の山は身近にある」
22日  大阪西区倫理法人会会員　内田達雄氏「すべてがうまくいく『ごきげん』経営」
29日  大阪府倫理法人会副会長　田畑章氏「『稼ぐ力の価値基準』～損と得の倫理～」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はカフェ・ブルボン（近鉄河内山本駅・北へ徒歩2分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820７月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎06-6745-2051７月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6728―0700７月の予定

八
尾
こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル

医
療
法
人
清
心
会角

田
禮
子

公
益
財
団
法
人

八
尾
市
清
協
公
社

株
式
会
社　

ス
ズ
プ
ラ

（
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
西
側
）

一
級
建
築
士

第４回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1991 年４月２日～ 2001 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成28年 10月９日（日）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

2016（平成28）年7月3日（日）
14：00開演（13：30開場）※16:45終演予定
八尾プリズム小ホール
全席指定・税込
一　般：4,200円（当日300円増）
友の会：3,800円（当日増なし）
障がい者割引：3,600円（本人および付添いの方1名まで・当日300円増）
18歳以下割引：1,000円（当日300円増）
発売日～5月31日までの早期購入割引　一般：3,800円　友の会3,600円
○チケット発売
【友の会先行発売】　2016（平成28）年4月28日 (日 ) 午前10：00～
【一般前売発売】　　2016（平成28）年5月8日 (日 ) 午前10：00～

40 年近く地方回りのセールスマンを続けてきたウィリー・ローマン。社会の変化から取り残され
た男は、かつて確かに存在した華やかな時代の記憶にしがみついて生きていた。
ピカピカの車に乗った景気のいい時代、長男がフットボール選手として華々しく活躍していた時代、
息子達が父を敬い賞賛の言葉をかけてくれた過去……。
しかし現在、男が生きる現実は大きく違うものとなっていた。現実の自分と過去の自分が交錯し、
兄の幻影が一攫千金の夢を煽る。やがて孤独は狂気に彩られ、漆黒の闇を暴走するーー。

文学座地域拠点契約事業
文学座公演　セールスマンの死

4,104

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

心
を
癒
や
す
コ
ー
ラ
ス

と

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

山

口

孝

満

市
民
と
の

 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

八
尾
市
現
業
労
働
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